
５月臨時会・６月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

議会だより
ながのはらまち

平成27年

７月

第104号第104号

議会構成が決まりました・・・２

５月臨時会・６月定例会

こんなことが決まりました・・４

請願・陳情の結果・・・・・・６

ここが知りたい！一般質問・・９
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●●

新体制となった長野原町議会を、よろしくお願いいたします。新体制となった長野原町議会を、よろしくお願いいたします。

事
務
局
書
記　

桐
渕
祐
介

ダ
ム
担
当
副
町
長　

佐
藤
修
二
郎

教
育
長　

市
村
隆
宏

議　

員　

篠
原　

茂

議　

員　

冨
澤
重
男

議　

員　

入
澤
信
夫

副
町
長　

市
村　

敏

事
務
局
長　

土
屋
靖
彦

議　

員　

豊
田
銀
五
郎

議　

員　

黒
岩　

巧

議　

長　

大
羽
賀
進

町　

長　

萩
原
睦
男

副
議
長　

浅
沼
克
行

議　

員　

入
澤
勝
彦

議　

員　

浅
井　

進

議　

員　

牧
山　

明
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こ
の
度
、
議
員
皆
様
方
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
再
び
議
長
の
要
職
に
就
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余

る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
野
原
町
で
は
八
ッ
場
ダ
ム
問
題

を
始
め
、
産
業
振
興
、
雇
用
の
場
の

確
保
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
様

々
な
諸
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
諸
問
題
に
対
し
、
私
た

ち
は
地
域
住
民
の
代
表
者
と
し
て
地

域
の
声
を
行
政
に
届
け
、
住
み
良
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
議
会
に
対
し
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
皆
様
方
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
副
議
長
の
要
職
に
就
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

大
羽
賀
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
町
の
発
展
に
向
け
て
努
力
す

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長　

大
羽
賀　

進

副
議
長　

浅
沼　

克
行

委員長 黒岩　巧

篠原　茂

委員

大羽賀　進浅井　進 冨澤　重男副委員長

委員長 入澤　勝彦

豊田銀五郎

委員

浅沼　克行牧山　明 入澤　信夫副委員長

総務文教常任委員会（福祉、民政、教育などの案件を調査する委員会）

産業建設常任委員会（産業経済、商工観光、土木などの案件を調査する委員会）

委員長 豊田銀五郎 委員

黒岩　巧冨澤　重男 入澤　勝彦副委員長

議会運営委員会（円滑な議会運営を図るための委員会）

町議会の新たな体制が決まりました！

４月26日町議会議員選挙 / ５月臨時会で議長、副議長などを選出

長
野
原
町
議
会
議
員
の
紹
介

平成27年４月30日から
平成31年４月29日まで

【任期】

篠原　茂

（ 林 ） （ 大津 ）

冨澤　重男

入澤　信夫

（ 応桑 ）

浅井　進

（ 北軽井沢 ）

入澤　勝彦

（ 応桑 ）

黒岩　巧

（ 北軽井沢 ）

浅沼　克行

（ 長野原 ）

牧山　明
（ 応桑 ）

大羽賀　進
（ 北軽井沢 ）

豊田　銀五郎
（ 横壁 ）
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●
長
野
原
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

軽
自
動
車
税
に
お
い
て
、
燃
費
性

能
に
応
じ
た
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
創

設
な
ど
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
（
下
段
表
参
照
）
。

●
長
野
原
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
長
野
原
町
水
源
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
に
関

す
る
総
務
省
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
長
野
原
町
公
共
物
使
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

発
電
用
水
に
係
る
流
水
占
用
料
を

群
馬
県
の
条
例
に
準
じ
て
算
出
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
長
野
原
町
監
査
委
員
の
選
任

　

入
澤
勝
彦
議
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
５
月
13
日
か

ら
平
成
31
年
４
月
29
日
ま
で
で
す
。

　

一
部
事
務
組
合
と
は
、
複
数
の
自

治
体
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共

同
で
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設

置
す
る
組
織
で
す
。

　

長
野
原
町
は
、
西
吾
妻
衛
生
施
設

組
合
、
西
吾
妻
環
境
衛
生
施
設
組
合
、

西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合
の
３
組
合
に

加
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入

町
村
か
ら
組
合
議
会
議
員
を
選
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

●
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　

大
羽
賀　

進　

議
員

　
　
　
　
　

浅
沼　

克
行　

議
員

　
　
　
　
　

黒
岩　
　

巧　

議
員

　

●
西
吾
妻
環
境
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　

大
羽
賀　

進　

議
員

　
　
　
　
　

浅
沼　

克
行　

議
員

　
　
　
　
　

黒
岩　
　

巧　

議
員

　
　
　
　
　

浅
井　
　

進　

議
員

　

●
西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合

　
　
　
　
　

大
羽
賀　

進　

議
員

　
　
　
　
　

浅
沼　

克
行　

議
員

　
　
　
　
　

黒
岩　
　

巧　

議
員

●
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
（
２
・
２
メ

ー
ト
ル
級
）
１
台
の
購
入

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　

日
の
丸
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　
　

株
式
会
社

【
取
得
金
額
】

　
　

３
１
２
４
万
９
８
０
０
円

●
平
成
26
年
度
長
野
原
町
一
般
会
計

予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
　

事
業
の
年
度
内
完
了
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
事
業
ほ
か
14
事
業
、
計
８
億
９

６
８
３
万
５
千
円
を
平
成
27
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

専
決
処
分

●
林
道
貝
瀬
線
開
設
工
事

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　

群
馬
県
知
事　

大
澤
正
明

【
契
約
金
額
】

　
　

８
５
８
３
万
５
０
０
円

●
町
営
上
湯
原
住
宅
新
築
工
事

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　

東
光
建
設
株
式
会
社

【
契
約
金
額
】

　
　

１
億
４
３
１
０
万
円

●
町
道
大
津
与
喜
屋
線
馬
込
橋
補
修

工
事

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　

東
日
本
旅
客
鉄
道

　
　

株
式
会
社

【
契
約
金
額
】

　
　

７
９
９
２
万
６
千
円

●
一
般
会
計

　

３
０
４
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
64
億
７
０
６
７
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
４
月
の
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
補
正
で
す
。

　
　
　

黒
岩
議
員　

北
軽
井
沢
ミ
ュ

　
　
　

ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
害
虫
駆

除
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

委
託
先
は
ど
こ
か
。

　
　
　

総
務
課
長　

専
門
業
者
に
委

　
　
　

託
す
る
。
施
設
の
修
繕
や
清

掃
に
係
る
経
費
は
、
当
初
予
算
に
計

上
済
み
。

問答答

議
会
構
成
を
決
定
し
、
条
例
の
改
正
な
ど
を

原
案
の
と
お
り
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

月
臨
時
会

５

●

●

５/13

人
事
案
件

～

６/12

条
例
制
定

町
営
住
宅
新
築
工
事
契
約
の
締
結
な
ど
を

原
案
の
と
お
り
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

月
定
例
会

６

●

●

６/４

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

を
決
め
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が

　
　
　
　

あ
り
ま
し
た

行
政
報
告

財
産
の
取
得

契
約
の
締
結

補
正
予
算

軽自動車税のグリーン化特例（軽乗用の場合）

電気自動車等

H32燃費基準

＋20%達成車

H32燃費基準

　 達成車

税率を概ね７５％軽減

税率を概ね５０％軽減

税率を概ね２５％軽減

　※適用期間や軽課年度が別途定められています。

　※上記は税条例改正の一例です。
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みなさんの要望はこうなりました

－請願・陳情の結果－

北軽井沢で開催されるイベント会場
で使用するスーパーハウス購入の
お願い

採択

（３０％補助）

産業廃棄物処理場及びバイオマス発電
所新設時の紛争予防を目的とした条例
制定の請願

福田隆男
紹介議員：牧山明

件　　　名 提　出　者 結　　　果

用水路補修工事についての陳情 応桑区長　萩原俊明 

応桑区長　萩原俊明 

応桑区長　萩原俊明

応桑区長　萩原俊明 

採択

採択

（緊急を要する部分のみ）

採択

（関係機関へ要望）

Ｕ字溝の整備についての陳情

町道側溝補修工事についての陳情

採択

（一部、年次計画で実施）

採択町道補修工事についての陳情

小倉桐屋地区消火栓設備設置
についての陳情

横壁区長　萩原廣太

大津区長　野口善行

大津区長　野口善行

ＪＲ羽根尾駅トイレ設置依頼
についての陳情

洞口地区　国道２９２号沿い
流水対策についての陳情

国道２９２号　洞口地区内の
歩道整備についての陳情

街路灯の器具取り替えについての
陳情

応桑区長　萩原俊明

栗平住民センター修理費補助の
お願い

北軽井沢区長　川嶋一夫

北軽井沢区長　川嶋一夫桜岩地蔵尊の屋根の塗装のお願い

町道１０－６９号線　道路拡幅と
補修のお願い

地蔵堂１号線　スウィートグラス南側
から県道大笹北軽井沢線までの道路
拡幅のお願い

北軽井沢区長　川嶋一夫

採択

大屋原１号線　白川ゴルフ倶楽部
から送電塔入口までの枝伐採の
お願い

北軽井沢区長　川嶋一夫 

北軽井沢区長　川嶋一夫 

北軽井沢区長　川嶋一夫

北軽井沢区長　川嶋一夫 趣旨採択

趣旨採択

趣旨採択

趣旨採択

採択

（年次計画で実施）

趣旨採択

採択

県道北軽井沢倉渕線から浅間大滝
へ通ずる道路の町道認定と舗装の
お願い

町道１０－２号線と１０－３号線
舗装補修のお願い

大屋原１号線から甘楽の浅間ハイ
ランドに通じる道路の補修の
お願い

不採択
町道１０－１４号線　排水路改修
のお願い

北軽井沢区長　川嶋一夫

北軽井沢区長　川嶋一夫
大屋原１号線沿いの側溝から町道
１０－１２号線へ流れ落ちる排水路
流末堰堤の補修のお願い

町道１０－８号線、１０－１１号線
及び１０－１６号線の舗装補修の
お願い

県道北軽井沢倉渕線や町道からの
雨水等流入防止のお願い

北軽井沢区長　川嶋一夫

北軽井沢観光協会
会長　浅井進

羽根尾区長　黒岩徳三郎

北軽井沢区長　川嶋一夫

北軽井沢区長　川嶋一夫

北軽井沢区長　川嶋一夫 
大屋原４号線ほか７路線
側溝蓋設置のお願い

大屋原１号線　道路拡幅のお願い 北軽井沢区長　川嶋一夫

応桑区長　萩原俊明
応桑水利組合長　入澤勝彦

応桑用水滝原線水路補修工事
についての陳情

応桑用水側溝等伏せ替え工事
についての陳情

応桑区長　萩原俊明
応桑水利組合長　入澤勝彦

採択

大屋原三地区　防火水槽２基の
水漏れ対策のお願い

北軽井沢区長　川嶋一夫

応桑区長　萩原俊明 Ｕ字溝の溝蓋設置についての陳情

採択

（関係機関へ要望）

継続審査

（調査後対応）

採択

（関係機関へ要望）

採択

（年次計画で実施）

採択

（関係機関へ要望）

採択

（年次計画で実施）

趣旨採択

（必要性について調査研究）

採択

（７５％補助）

採択

（関係機関へ要望）

採択

（３０％補助）

採択

（３０％補助）

趣旨採択

（宗教的建造物に該当）

採択

（７５％補助）
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か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

　
　
　

牧
山
議
員　

季
節
間

　
　
　

雇
用
臨
時
職
員
に

「
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
職
の
斡

旋
は
あ
る
か
」
と
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
無
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　

産
業
課
長　

前
向
き

　
　
　

に
検
討
し
た
い
。

　
　
　

牧
山
議
員　

監
査
委

　
　
　

員
の
意
見
書
が
分
か

り
づ
ら
い
の
で
、
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　

監
査
委
員
事
務
局
長

　
　
　

検
討
し
た
い
。

　
　
　

牧
山
議
員　

キ
ャ
ッ

　
　
　

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書

の
説
明
を
。

　
　
　

副
町
長　

当
年
度
純

　
　
　

利
益
は
１
１
１
７
万

９
千
円
の
赤
字
だ
が
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
２
７
０

０
万
円
を
投
入
し
た
こ
と
に

よ
り
、
現
金
ベ
ー
ス
で
は
４

４
５
万
９
千
円
残
っ
て
い
る

と
い
う
意
味
。

　
　
　

牧
山
議
員　

資
金
期

　
　
　

首
残
高
と
は
。

　
　
　

副
町
長　

平
成
26
年

　
　
　

度
当
初
の
現
金
ベ
ー

ス
を
意
味
す
る
。

　
　
　

牧
山
議
員　

仮
に
赤

　
　
　

字
が
出
た
場
合
、
資

金
期
末
残
高
の
２
３
７
５
万

３
千
円
か
ら
補
填
さ
れ
る
と

い
う
解
釈
か
。

　
　
　

副
町
長　

あ
く
ま
で

　
　
　

も
現
金
ベ
ー
ス
の
話
。

公
営
企
業
会
計
上
で
は
赤
字

に
な
る
。

浅
間
園

問

問答答

問

答答

　
　
　

牧
山
議
員　

平
成
26

　
　
　

年
度
の
入
館
者
数
が

過
去
最
低
と
な
っ
た
が
、
そ

の
要
因
は
。

　
　
　

産
業
課
長　

主
な
要

　
　
　

因
は
、
天
候
の
悪
さ

や
浅
間
園
自
体
の
老
朽
化
に

よ
る
。
ま
た
、
団
体
客
は
増

え
て
い
る
の
で
、
個
人
客
の

集
客
の
弱
さ
も
あ
る
。

　
　
　

牧
山
議
員　

現
在
、

　
　
　

総
員
何
名
で
運
営
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
労
働

条
件
は
。

　
　
　

産
業
課
長　

園
長
は

　
　
　

産
業
課
長
が
併
任
し

て
い
る
。
専
任
職
員
が
２
名
、

通
年
雇
用
臨
時
職
員
が
２
名
、

季
節
間
雇
用
臨
時
職
員
（
４

月
か
ら
11
月
ま
で
）
が
８
名
。

　

週
休
２
日
の
シ
フ
ト
制
で
、

勤
務
時
間
は
午
前
８
時
30
分

問答答

答答答答 問答答

こ
ん
な
質
問
が

　
　
　
　

あ
り
ま
し
た

特
別
委
員
会
と
は
、
特
定
の
事
件
に

つ
い
て
調
査
、
審
査
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

●
国
県
道
改
良
等
促
進
特
別
委
員
会

　

（
委
員
長
）
牧
山
明

　

（
副
委
員
長
）
黒
岩
巧

　

（
委
員
）
入
澤
信
夫
、
浅
井
進
、

　
　
　
　
　

入
澤
勝
彦

●
八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

　

（
委
員
長
）
豊
田
銀
五
郎

　

（
副
委
員
長
）
浅
沼
克
行

　

（
委
員
）
篠
原
茂
、
冨
澤
重
男
、

　
　
　
　
　

大
羽
賀
進

●
災
害
対
策
特
別
委
員
会

　

（
委
員
長
）
大
羽
賀
進

　

（
副
委
員
長
）
浅
沼
克
行

　

（
委
員
）
篠
原
茂
、
冨
澤
重
男
、

　
　
　
　
　

入
澤
信
夫
、
浅
井
進
、

　
　
　
　
　

入
澤
勝
彦
、
黒
岩
巧
、

　
　
　
　
　

牧
山
明
、
豊
田
銀
五
郎

問

答答 問

平成２６年度事業会計の決算を認定しました

利益・損失

2935万9756円

浅間園

事業会計

事業会計

北軽井沢簡易水道

事業会計

浅間上水道

会計名 収入決算額 支出決算額

収益的

収益的

収益的

資本的

資本的

資本的

8342万311円

0円

4656万2433円

0円

6865万2929円

771万9278円

9370万7337円

0円

4411万3276円

5873万5800円

7545万3965円

△1028万7026円

0円

244万9157円

△5873万5800円

△680万1036円

△2164万478円

３
つ
の
特
別
委
員
会
を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た

ここが知りたい！

一一 般般 質質 問問
一般質問とは、定例会において、各議員が住民の代表として町の考え方や疑問をただすことです。

６月定例会では３名が登壇し、町政を問いました。

なお、紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

１．住宅リフォーム補助金制度の

　　拡充について
10浅沼　克行　議員

１．福祉バス事業の拡充と、

　　地域巡回バスの導入について
11牧山　明　議員

１．長野原町地域防災計画について

２．町のホームページについて
12黒岩　巧　議員

質問者 質問内容 ページ

浅間火山博物館
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地
元
企
業
の
育

　
　
　

成
や
住
宅
環
境

の
向
上
を
目
的
に
行
っ

て
い
る
「
住
宅
改
修
等

助
成
金
交
付
制
度
」
は
、

多
く
の
町
民
に
利
用
さ

れ
３
年
目
を
迎
え
る
。

　

住
宅
改
修
全
般
に
利

用
で
き
、
町
内
施
工
業

者
に
限
定
し
て
い
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
に

も
役
立
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
当
制
度
の

対
象
を
町
内
別
荘
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
ま
で
拡
充

し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
空
き
家
で
崩

壊
寸
前
の
別
荘
の
現
状

と
、
解
体
す
る
場
合
の

補
助
金
制
度
を
創
設
す

る
考
え
は
。

　
　
　

町
長　

住
宅
改

　
　
　

修
等
助
成
金
交

付
制
度
は
、
町
民
の
生

活
環
境
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
緊
急
地
域

経
済
対
策
の
一
環
と
し

握
が
難
し
く
、
戸
数
は

掴
み
き
れ
て
い
な
い
。

　

別
荘
に
限
ら
ず
、
倒

壊
や
火
災
の
恐
れ
な
ど

の
あ
る
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
は
全
国
的
に
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
国
に
お
い
て
空
き

家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
公

布
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
治
安
や
防
犯
上
の

問
題
の
あ
る
空
き
家
の

対
策
や
、
利
用
で
き
る

空
き
家
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
促
進
す
る
も
の
。

　

嬬
恋
村
で
は
、
放
置

さ
れ
老
朽
化
し
た
別
荘

の
解
体
補
助
金
制
度
を

定
め
て
い
る
。
周
囲
に

及
ぼ
す
危
険
性
や
、
周

辺
環
境
と
景
観
等
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

別
荘
も
対
象
に

　
　
　

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
元
企
業
の
活

性
化
に
繋
が
る
と
思
う
。

　

確
か
に
居
住
期
間
の

差
は
あ
る
と
思
う
が
、

別
荘
で
永
住
さ
れ
て
い

る
方
も
か
な
り
増
え
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
方
々
へ
の

対
応
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　

一
般
住
宅
よ
り
も
補

助
上
限
を
低
く
し
た
り
、

期
間
を
限
定
す
る
な
ど

し
て
、
実
施
に
向
け
た

検
討
を
。

　
　
　

町
長　

交
付
対

　
　
　

象
要
件
と
し
て
、

「
１
年
以
上
住
民
登
録

し
て
い
る
者
」
と
あ
る

の
で
、
交
付
対
象
と
な

る
方
も
い
る
と
思
わ
れ

る
。

　

ま
ず
は
、
別
荘
地
の

現
状
把
握
が
大
切
。
今

年
度
か
ら
空
き
家
対
策

を
考
え
て
い
る
の
で
、

並
行
し
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

別
荘
だ
け
で
な

　
　
　

く
、
一
般
住
宅

の
空
き
家
も
調
査
し
、

再
び
利
活
用
で
き
る
よ

う
な
状
況
に
な
れ
ば
い

い
。

　

昨
年
度
に
視
察
し
た

長
野
県
筑
北
村
の
よ
う

な
先
進
地
を
勉
強
し
、

よ
り
良
い
方
策
を
。

　
　
　

町
長　

空
き
家

　
　
　

問
題
は
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
理
解
し
て

い
る
。

　

６
月
１
日
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
受
け

入
れ
、
空
き
家
対
策
に

従
事
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
　

　

問

答答

経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
検
討
す
る

答答
町
内
別
荘
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
補
助
を

問

答答

答答

問

て
住
宅
関
連
産
業
を
中

心
と
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
平
成
27
年
３
月
ま
で

の
３
年
間
と
期
間
を
定

め
、
実
施
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
の
交
付
件
数

は
72
件
、
交
付
金
額
は

１
０
１
７
万
２
千
円
に

及
ん
で
お
り
、
継
続
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

３
年
間
延
長
し
た
と
こ

ろ
。

　

要
綱
の
趣
旨
の
一
つ

と
し
て
、
生
活
環
境
の

向
上
が
あ
る
。
別
荘
滞

在
と
い
う
比
較
的
短
期

間
の
生
活
環
境
と
、
町

民
の
皆
さ
ま
が
年
間
を

通
じ
居
住
す
る
生
活
環

境
で
は
、
同
等
扱
い
で

な
く
て
も
良
い
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
地

域
経
済
活
性
化
の
観
点

か
ら
は
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

現
在
、
長
野
原
町
に

建
築
さ
れ
て
い
る
別
荘

は
約
２
千
戸
あ
り
、
そ

の
う
ち
定
期
的
に
利
用

さ
れ
て
い
る
別
荘
は
約

４
０
０
戸
で
あ
る
。
危

険
な
別
荘
は
現
状
の
把

問

　
　
　

長
野
原
町
も
年

　
　
　

々
人
口
が
減
り
、

集
落
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

　

先
の
統
一
選
の
時
も

「
今
は
運
転
が
で
き
る

か
ら
何
と
か
こ
こ
に
い

る
け
ど
、
何
年
も
し
な

い
う
ち
に
運
転
が
で
き

な
く
な
る
。
そ
う
し
た

ら
、
こ
こ
に
は
い
ら
れ

な
い
」
と
い
う
高
齢
者

の
声
を
多
く
耳
に
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
や
集

落
の
維
持
は
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
々
の
日

々
の
暮
ら
し
が
成
り
立

っ
て
こ
そ
だ
と
思
う
。

　

町
は
、
福
祉
バ
ス
事

業
の
拡
充
を
行
い
、
誰

で
も
利
用
で
き
る
地
域

の
巡
回
バ
ス
の
導
入
を

急
ぐ
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

町
長　

日
本
は

　
　
　

世
界
で
も
類
を

み
な
い
高
齢
化
社
会
を

目
的
に
よ
っ
て
運
行
形

態
も
異
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

今
後
、
目
的
や
運
行

形
態
、
幼
稚
園
バ
ス
や

既
存
の
路
線
バ
ス
、
福

祉
有
償
運
送
な
ど
の
調

整
、
財
源
確
保
な
ど
多

角
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

現
在
、
原
町
や

　
　
　

渋
川
、
前
橋
な

ど
町
外
の
医
療
機
関
に

行
く
場
合
の
交
通
手
段

が
無
い
。

　

先
に
策
定
さ
れ
た

「
長
野
原
町
高
齢
者
福

祉
計
画
及
び
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の

冒
頭
の
町
長
の
あ
い
さ

つ
に
「
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
・
・
・
」
と
あ

る
が
、
非
常
に
重
要
な

こ
と
だ
と
思
う
。

　

既
に
実
施
し
て
い
る

福
祉
バ
ス
事
業
を
拡
充

す
る
こ
と
で
、
他
の
公

共
交
通
機
関
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
町

外
や
他
県
へ
の
通
院
も

実
現
可
能
に
な
る
と
思

う
の
で
、
早
急
な
対
策

を
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
住

み
慣
れ
た
家
に
最
期
ま

で
住
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
町
が
住
民
に

寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

　
　
　

町
長　

現
在
、

　
　
　

国
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
推
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
が
、

私
は
反
対
で
あ
る
。
集

落
を
維
持
す
る
方
策
を

考
え
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
交

通
弱
者
の
足
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
最
低
限
だ

が
、
費
用
が
か
か
る
こ

と
も
確
か
な
の
で
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
我
々
は
も
っ

と
駅
が
町
内
に
あ
る
と

い
う
大
切
さ
を
認
識
す

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

電
車
な
く
し
て
は
活
性

化
も
な
い
の
で
、
そ
れ

ら
も
絡
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

計
画
の
あ
い
さ

　
　
　

つ
に
「
自
助
・

互
助
・
共
助
・
公
助
の

効
果
的
な
取
り
組
み
を

・
・
・
」
と
あ
る
が
、

人
口
が
減
少
し
、
高
齢

化
が
進
ん
だ
集
落
で
は
、

自
助
は
お
ろ
か
互
助
す

ら
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
全
て
揃
っ

て
、
高
齢
者
ば
か
り
で

は
な
く
障
害
者
や
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
住

め
る
よ
う
な
町
に
す
る

こ
と
が
、
活
性
化
に
繋

が
る
と
思
う
。

　
　
　

町
長　

私
は
、

　
　
　

自
分
た
ち
の
こ

と
は
自
分
で
守
る
と
い

う
想
い
を
忘
れ
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
意
味
を

込
め
て
、
こ
の
言
葉
を

選
ん
だ
。

　

福
祉
バ
ス
の
こ
と
は

地
区
別
懇
談
会
で
も
一

番
多
く
要
望
が
あ
り
、

私
自
身
も
就
任
当
初
か

ら
声
を
上
げ
て
い
る
。

　

よ
り
良
い
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
る
よ
う
、
今
年

度
は
準
備
段
階
と
捉
え
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

問

答答

目
的
や
運
行
形
態
を
検
討
し
た
い

答答

地
域
巡
回
バ
ス
の
導
入
を

問

答答

答答

問

問

迎
え
て
お
り
、
長
野
原

町
も
例
外
で
は
な
く
、

３
人
に
１
人
が
65
歳
以

上
と
い
う
状
況
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現

在
、
高
齢
者
及
び
障
害

者
の
通
院
支
援
を
目
的

と
し
た
福
祉
バ
ス
事
業

を
、
平
成
21
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
福
祉
バ
ス
事
業

は
、
町
内
を
４
コ
ー
ス

に
分
け
、
月
に
２
回
運

行
さ
れ
て
お
り
、
利
用

者
数
は
コ
ー
ス
に
よ
っ

て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
も

の
の
、
平
成
26
年
度
は

の
べ
１
１
９
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

福
祉
バ
ス
事
業
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
利
用

実
績
や
利
用
者
の
声
を

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
巡
回
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
役
場
内
の

関
係
職
員
に
よ
る
検
討

会
が
始
ま
っ
た
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の

通
院
以
外
の
外
出
支
援

や
、
高
校
生
な
ど
の
通

学
支
援
な
ど
多
く
の
目

的
が
考
え
ら
れ
、
そ
の

浅沼 克行 議員

ここが知りたい！

一一 般般 質質 問問

牧山 明 議員

ここが知りたい！

一一 般般 質質 問問
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昨
年
の
御
嶽
山

　
　
　

の
噴
火
や
長
野

県
北
部
地
震
、
蔵
王
山
、

箱
根
山
、
浅
間
山
の
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
の
引
き

上
げ
、
口
永
良
部
島
新

山
の
噴
火
、
小
笠
原
沖

地
震
な
ど
、
地
震
、
噴

火
が
頻
発
し
て
い
る
。

　

今
年
３
月
に
策
定
し

た
「
長
野
原
町
地
域
防

災
計
画
」
を
ど
の
よ
う

に
利
活
用
し
、
広
報
し

て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
避
難
訓
練
や

要
配
慮
者
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

ご
指
摘

　
　
　

の
と
お
り
、
こ

こ
最
近
地
震
や
噴
火
が

多
発
し
、
各
地
に
様
々

な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

　

長
野
原
町
で
は
、
こ

の
よ
う
な
災
害
に
備
え

て
予
防
対
策
を
行
い
、

有
事
の
際
は
町
及
び
関

者
や
民
生
委
員
を
通
じ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

防
災
計
画
は
膨

　
　
　

大
な
量
な
の
で
、

理
解
し
や
す
い
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
全
戸
に
配
布

す
る
こ
と
は
、
と
て
も

良
い
。

　

浅
間
山
の
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
。

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
痛
手
に
な
り
か

ね
な
い
。
観
光
客
が
訪

れ
て
も
大
丈
夫
だ
と
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、

避
難
訓
練
を
行
う
こ
と

は
大
切
で
あ
る
。

　

現
在
、
学
校
単
位
で

は
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
を
巻
き

込
ん
だ
避
難
訓
練
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
際
、
宮
城
県
釜

石
市
で
は
約
千
人
の
方

が
亡
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
犠
牲
者
の
う
ち
、

小
中
学
生
は
５
名
の
み

だ
っ
た
。
釜
石
の
奇
跡

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
群
馬
大
学
の
片

田
教
授
が
８
年
も
の
間
、

児
童
に
防
災
教
育
を
行

っ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　

長
野
原
町
も
浅
間
山

を
抱
え
て
い
る
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
ど
う
い

う
行
動
を
取
れ
ば
い
い

の
か
、
防
災
計
画
だ
け

で
は
な
く
実
地
で
訓
練

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

口
永
良
部
島
で
の
噴

火
で
も
、
学
校
の
先
生

方
は
常
日
頃
か
ら
避
難

す
る
方
向
に
車
を
向
け

て
停
車
さ
せ
て
い
た
。

ま
た
、
長
野
県
白
馬
村

を
襲
っ
た
地
震
の
際
も
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
し
っ
か
り
し
て
い

た
。

　

災
害
発
生
時
、
ど
こ

に
避
難
す
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
っ

た
声
も
聞
く
の
で
、
周

知
徹
底
を
。

　

ま
た
、
防
災
無
線
を

取
り
付
け
て
い
な
い
住

宅
が
多
く
あ
る
の
で
、

回
覧
な
ど
で
周
知
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　

町
長　

噴
火
警

　
　
　

戒
レ
ベ
ル
が
上

が
り
、
町
民
も
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
思
う
。

　

現
在
、
土
砂
災
害
の

防
災
訓
練
を
羽
根
尾
区

で
モ
デ
ル
的
に
実
施
し

て
い
る
。
他
の
区
に
も

広
げ
て
い
き
た
い
。

　

火
山
災
害
の
防
災
訓

練
に
つ
い
て
は
、
嬬
恋

村
が
広
域
的
な
訓
練
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

情
報
を
共
有
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

防
災
意
識
の
共

　
　
　

有
は
大
事
だ
が
、

広
域
で
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
行
政
任
せ
と
な

り
、
住
民
の
意
識
が
薄

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

区
ご
と
の
実
施
が
い
い

の
で
は
。

　

防
災
に
対
す
る
関
心

は
高
い
の
で
、
情
報
を

共
有
し
、
何
か
あ
っ
た

ら
す
ぐ
行
動
に
移
せ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

町
長　

羽
根
尾

　
　
　

区
の
訓
練
が
終

了
し
た
後
、
各
区
の
要

望
を
聞
き
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
北
軽
井
沢
で

開
催
さ
れ
る
わ
く
わ
く

問

答答

よ
り
分
か
り
や
す
い
資
料
を
配
布
予
定

答答 地
域
防
災
計
画
の
利
活
用
は

問

答答

答答

問

問

係
機
関
が
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
、
防
災

計
画
を
策
定
し
た
。
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
と
も
に
、
近
日
中

に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
予
定
。

　

ま
た
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

町
民
全
て
が
災
害
に
対

す
る
予
防
を
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
よ
り
理
解
し
や

す
い
資
料
を
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

避
難
訓
練
に
つ
い
て

は
、
現
在
羽
根
尾
区
に

お
い
て
、
群
馬
県
及
び

群
馬
大
学
と
協
働
で
、

住
民
主
体
の
自
主
避
難

の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
夏
頃
に
は

実
働
避
難
訓
練
を
実
施

す
る
予
定
。
今
後
は
、

こ
の
手
法
を
各
地
に
広

げ
て
い
き
た
い
。

　

要
配
慮
者
に
つ
い
て

は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
を
進
め
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
な

避
難
支
援
の
た
め
の
情

報
提
供
を
、
消
防
関
係

フ
ェ
ス
タ
に
、
地
域
住

民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
の
催
し
を
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　

　

　
　
　

２
年
ほ
ど
前
に

　
　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
が
、
更
に
使
い
勝

手
の
良
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
て
き
た
。

　

町
の
情
報
を
発
信
す

る
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

　
　
　

町
長　

自
治
体

　
　
　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
様
々
な
情
報
発

信
の
場
や
必
要
な
情
報

を
得
る
た
め
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
近
年
で
は

町
の
イ
メ
ー
ジ
に
直
結

す
る
よ
う
な
「
町
の
顔
」

で
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

現
在
の
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
「
ア
イ
・

更
新
作
業
と
な
る
の
で
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　

現
在
の
ホ
ー
ム

　
　
　

ペ
ー
ジ
は
、
使

い
勝
手
が
悪
い
。

　

軽
井
沢
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
目
的
の
ペ

ー
ジ
に
１
ク
リ
ッ
ク
で

行
け
る
。
一
方
、
長
野

原
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
例
え
ば
防
災
関
係

の
ペ
ー
ジ
に
行
こ
う
と

す
る
と
、
最
低
２
ク
リ

ッ
ク
し
な
け
れ
ば
辿
り

着
け
な
い
。

　

情
報
が
更
新
さ
れ
て

い
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
見
に
行
か
な
く

な
る
。

　
　
　

町
長　

使
い
勝

　
　
　

手
が
悪
い
と
い

う
声
は
、
町
民
か
ら
も

聞
い
て
い
る
。
色
々
な

自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

改
善
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

パ
ッ
と
見
た
瞬

　
　
　

間
に
、
カ
ッ
コ

い
い
と
思
え
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

　
　
　

町
長　

リ
ニ
ュ

　
　
　

ー
ア
ル
ま
で
、

お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

　

問答答

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
る

答答 町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

問

答答

答答

問問

シ
テ
ィ
」
と
い
う
ソ
フ

ト
を
利
用
し
、
職
員
が

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
更
新

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
25
年
３
月

に
は
デ
ザ
イ
ン
の
変
更

を
行
い
、
現
在
も
各
課

か
ら
の
新
た
な
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

今
後
は
、
情
報
量
の

多
い
自
治
体
共
通
の

「
使
い
勝
手
の
悪
さ
」

の
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、
シ
ン
プ
ル
で
好

印
象
を
与
え
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
、
他
の
自
治
体

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
参

考
に
、
デ
ザ
イ
ン
業
者

の
洗
い
出
し
、
業
務
仕

様
書
や
イ
メ
ー
ジ
案
の

作
成
作
業
を
進
め
て
い

る
が
、
費
用
面
を
含
め

業
者
選
定
を
し
た
後
の

軽井沢町ホームページ

黒岩 巧 議員

ここが知りたい！

一一 般般 質質 問問
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編 

集 

後 

記

　

梅
雨
明
け
の
便
り
が
待
ち
遠
し
い

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

浅
間
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
、

レ
ベ
ル
１
か
ら
２
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
状

況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
の
町
議
会
選
挙
後
、
議
会
広
報

も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
情
報

を
出
来
る
だ
け
早
く
、
詳
細
に
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員

　
委
員
長
　
浅
沼
　
克
行

　
委
　
員
　
牧
山
　
　
明

　
　
　
　
　
浅
井
　
　
進

　
　
　
　
　
冨
澤
　
重
男

長
野

原
町

議
会

だ
よ

り
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次回定例会は、９月４日（金）、

１１日（金）、１８（金）に

開催予定です。

基本、午前１０時開会ですが、都合

により変更となる場合があります。

９月定例会の日程

議会本会議は、どなたでも傍聴する

ことができます。予約は不要です。

傍聴を希望される方は、本会議当日

に直接議場（長野原町役場２階）ま

でお越しください。

傍聴のご案内

八ッ場ダム事業現場を視察しました
事業の進捗状況を現地で確認

６月１２日（金）、八ッ場ダム事業現場を全議員で視察し、

国土交通省八ッ場ダム工事事務所の案内の下、本体建設工事掘削作業や大柏木トンネル、

骨材プラントヤード造成工事などの事業の進捗について説明を受けました。

１

３

１．本体建設工事左岸側（旧国道145号）

２．本体建設工事右岸側

３．骨材プラントヤード造成工事現場
　　（東吾妻町大柏木地区）

２


